
令和６年 大学入試共通テスト（数学 II・数学B）の略解と解説
一昨日　冗　著

注意： 答えは，赤文字 or 赤数字などで示す。解答の方法はいろいろあるので，私の解答に固執
する必要はありません。あなたのやり方で解いてみて下さい。正解に行き着けばOKです。
　また，与えられた問題文の図の中のカラーの線や数字・文字などは，著者が解答のためにかき
入れたものです。

第１問．［1］, (1) k > 0, k , 1 とする。関数　 y = logk x と y = log2 kx について考えよう。

解答）(i) y = log3 x のグラフは点 (27, 3) を通る。また， y = log2
x

5
のグラフは点 (10, 1)

を通る。

(ii) y = logk x のグラフは，kの値によらず定点 (1, 0) を通る。

(iii)（グラフを下の図１から選ぶ問題） k = 2, 3, 4 のとき，y = logk x のグラフは 0⃝ ，
y = log2 kx のグラフの概形は 5⃝ である。
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(2) x > 0, x , 1, y > 0 とする。logx y について考えよう。

解答）(i) 座標平面において，方程式　 logx y = 2 の表す図形を図示すると（この式は y = x2

を表すので）， 2⃝ の x > 0, x , 1, y > 0 の部分となる（下の図２から 1つ選ぶ）。

(ii) 座標平面において，不等式　 0 < logx y < 1 の表す領域を図示すると， 2⃝ の斜線部分とな
る（下の図３から 1つ選ぶ）。ただし，境界（境界線）は含まない。
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　なぜならば，0 < x < 1 のとき，不等式　 logx 1 = 0 < logx y < 1 = logx x は真数の大小関
係では， x < y < 1 であり，　 x > 1 のときは，真数の大小関係は　 1 < y < x となるから
である。

図2 図3

第１問．［２］ S(x) を xの 2次式とする。xの整式 P (x) を S(x) で割ったときの商を T (x), 余
りを U(x) とする。ただし，S(x)と P (x)の係数は実数であるとする。

(1) P (x) = 2x3 + 7x2 + 10x + 5, S(x) = x2 + 4x + 7 の場合を考える。

解答） 方程式 S(x) = 0 の解は　 x = −2 ±
√

4 − 7 = −2 ±
√

3 i である。
　また，T (x) = 2x − 1, U(x) = 12 である（下の図４参照）。

12

74

54

1482

5107274

12

2

2

23

232

--

+--

++

+++++

-

xx

xx

xxx

xxxxx

x

)

図4

(2) 方程式 S(x) = 0 は異なる二つの解 α, β をもつとする。このとき
　　　　　　　 P (x) を S(x) で割った余りが定数になる
ことと同値な条件を考える。

(i) 余りが定数になるときを考えて見よう。

解答） 仮定から，定数 kを用いて　 U(x) = k とおける。このとき（下の解答群から１つを選
ぶと）， 3⃝ である。
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チ　の解答群

　したがって，余りが定数になるとき，P (α) = P (β) が成り立つ。
(ii) 逆に P (α) = P (β) が成り立つとき，余りが定数になるかを調べよう。
　 S(x) が 2 次式であるから，m, n を定数として　 U(x) = mx + n とおける。P (x)
を S(x), T (x), m, n を用いて表すと，P (x) = S(x)T (x) + mx + n となる。この等式の
xに α, β をそれぞれ代入すると　 P (α) = mα + n かつ P (β) = mβ + n となるので，
P (α) = P (β) と α , β より m = 0 (∵ mα + n = mβ + n ⇔ m(α − β) = 0 ∴ m = 0)
となる。以上から余りが定数になることがわかる。
　 (i), (ii) の考察から方程式　 S(x) = 0 が異なる 2つの解 α, β をもつとき，P (x) を S(x)
で割った余りが定数になることと P (α) = P (β) であることは同値である。

(3) pを定数とし，　 P (x) = x10 − 2x9 − px2 − 5x, S(x) = x2 − x − 2 の場合を考える。

解答） P (x) を S(x) で割った余りが定数になるとき，

S(x) = (x − 2)(x + 1) = 0 → α = 2, β = −1, だから
P (2) = 210 − 210 − 4p − 10 = −4p − 10, · · · 1⃝
P (−1) = 1 + 2 − p + 5 = 8 − p. · · · 2⃝

1⃝= 2⃝ より，p = −6 となり，その余りは 2⃝ から，14 となる。

解説）［１］対数関数や不等式に関する問題で，教科書の例題程度の問題なので，ほとんどの受
験生はできたと思います。(1) の (i),(ii) はレベル４，(iii) はレベル 3，(2) の ク はレベル 3，
ケ はレベル 2 ですね。
［２］は整式の演算や余りの問題，方程式の解などが組み合わさったもので，教科書の例題などで
よく見る問題でした。点がかせげたでしょう。(1) は全部レベル 3.5，(2) の チ 以降は全部レ
ベル 2.5ですね。

第２問． m を m > 1 を満たす定数とし，f(x) = 3(x − 1)(x − m) とする。また，

S(x) =
∫ x

0
f(t)dt とする。関数 y = f(x) と y = S(x) のグラフの関係について考えてみよう。

(1) m = 2 のとき，すなわち，f(x) = 3(x − 1)(x − 2) のときを考える。
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解答） (i) f’(x) = 0 となる xの値は，f’(x) = 6x − 9 より，x = 3
2
である。

(ii) S(x) を計算すると

S(x) =
∫ x

0
f(t)dt =

∫ x

0
(3 t2 − 9 t + 6 )dt = x3 − 9

2
x2 + 6 x

であるから（S’(x) = 0 となるのは x = 1, 2 のとき，1で極大値，2で極小値をとる）

x = 1 のとき，S(x) は極大値　 5
2
をとり，

x = 2 のとき，S(x) は極小値　 2 をとることがわかる。

(iii) f(3) と一致するものとして，次の解答群のうち，正しいものは 3⃝ である。
　　　　（f(3) = S’(3) = 6 である。下の書き込みも参照のこと）
　

定積分の値

)3('S とは無関係

9)3(' =f

2

9

(2) （ここ以降は全て解答群から答えを選ぶ問題）

0 ≦ x ≦ 1 の範囲で，関数 y = f(x) のグラフと x 軸および y 軸で囲まれた図形の面積
を S1, 1 ≦ x ≦ m の範囲で，関数 y = f(x) のグラフと x軸で囲まれた図形の面積を S2とす
る。

解答） このとき，　 S1 =
∫ 1

0
f(x)dx, S2 =

∫ m

1
{−f(x)} dx, である.。

S1 = S2 となるのは，∫ 1

0
f(x)dx =

∫ m

1
{−f(x)} dx より，

∫ m

0
f(x)dx = 0

のときであるから，S1 = S2 が成り立つような f(x) に対する関数 y = S(x) のグラフの概形
は，x = 1 で極大値をとり，そこから単調に減少して x = m で極小値 0 をとるので， 1⃝ であ
る（下図から選ぶ）。

　また，S1 > S2 が成り立つような f(x) に対する関数 y = S(x) のグラフの概形は，x = 1
で極大値，x = m で正の極小値をとるので， 2⃝ である（下図から選ぶ）。

4



チ,ツ の解答群

m1

m1

(3) 関数 y = f(x) のグラフの特徴から関数 y = S(x) のグラフの特徴を考えてみよう。

解答） 関数 y = f(x) のグラフは直線　 x = m + 1
2

に関して対称であるから，すべての正の実

数 p に対して ∫ 1

1−p
f(x)dx =

∫ m+p

m
f(x)dx · · · 1⃝

が成り立ち，M = m + 1
2

とおくと 0 < q ≦M − 1 であるすべての実数 q に対して

∫ M

M−q
{−f(x)}dx =

∫ M+q

M
{−f(x)}dx · · · 2⃝

が成り立つことがわかる.。すべての実数 α, β に対して∫ β

α
f(x)dx = S(β) − S(α)

が成り立つことに注意すれば， 1⃝ と 2⃝ はそれぞれ

S(1 − p) + S(m + p) = S(1) + S(m), · · · 3⃝
2S(M) = S(M + q) + S(M − q) · · · 4⃝

となる。なぜならば， 1⃝ と 2⃝ はそれぞれ次のようにかけるからである（下のグラフも参照せ
よ）。

S(1) − S(1 − p) = S(m + p) − S(m) , S(M) − S(M − q) = S(M + q) − S(M).
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　以上から，すべての正の実数 pに対して，2点　 (1 − p, S(1 − p) ), (m + p, S(m + p) ) を結
ぶ線分の中点についての記述として，次の解答群のうち，最も適当なものは 2⃝ である。

　なぜならば，2点の中点の x座標は M であり，y座標は 3⃝, 4⃝ より，q = M − 1 とおくと
S(1 − p) + S(m + p)

2
= S(1) + S(m)

2
= S(M − q) + S(M + q)

2
= S(M)

となるからである。

解説）微積分の基本に係わるいい問題でしたね。しかし，(2)以降はぜんぶ答えを選択する問題に
なっていて，面白くない（点が取りやすくなっている）ですね。(1)の (i)はレベル４，(ii)の ウ か

ら キ はレベル 3.5， ク から シ はレベル３， ス はレベル 2.5ですね。

(2) の セ から タ はレベル 2.5， チ , ツ はレベル２でしょう。

(3) の テ はレベル 2.5， ト から ヌ はレベル２， ネ はレベル 1.5でしょう。

第３問．（正規分布表の利用可の問題）問題の中の晴れの定義については，気象庁の天気概況の「快
晴」または「晴」とする。問題文の中の表は紙面の都合上一か所にまとめておいた。

(1) 太郎さんは，自分が住んでいる地域において，日曜日に晴れとなる確率を考えている。
　晴れの場合は 1，晴れ以外の場合は 0の値をとる確率変数を X と定義する。また，X = 1 で
ある確率を p とすると，その確率分布は表１のようになる。

解答）この確率変数Xの平均（期待値）を m とすると　m = 0 × (1 − p) + 1 × p = p となる。

　太郎さんは，ある期間における連続した n週の日曜日の天気を，表１の確率分布をもつ母集団
から無作為に抽出した大きさ n の標本とみなし，それらのＸを確率変数 X1, X2, · · · , Xn で
表すことにした。そして，その標本平均 X を利用して，母平均mを推定しようと考えた。実際
に n = 300 として晴れの日数を調べたところ，表２のようになった。
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第3問データ

　母標準偏差を σ とすると，n = 300 は十分に大きいので，標本平均 X は近似的に正規分布

　N

(
m,

σ2

n

)
に従う（この結果はよく使うので覚えておいて下さい）。

　一般に，母標準偏差 σ がわからないとき，標本の大きさ nが大きければ，σ の代わりに標本
の標準偏差 Sを用いてよいことが知られている。Sは

S =
√

1
n

{ (X1 − X)2 + (X2 − X)2 + · · · + (Xn − X)2 }

=
√

1
n

( X2
1 + X2

2 + · · · + X2
n ) − X

2 · · · 1⃝

で計算できる（この式もよく使うので覚えておいた方がいい）。なぜならば，Sの平方根の中の 2
乗和の式は

(X1 − X)2 + (X2 − X)2 + · · · + (Xn − X)2

= X2
1 + X2

2 + · · · + X2
n − 2(X1X + X2X + · · · + XnX) + nX

2

= X2
1 + X2

2 + · · · + X2
n − 2X(X1 + X2 + · · ·+ Xn) + nX

2

= X2
1 + X2

2 + · · · + X2
n − 2nX

2 + nX
2 = X2

1 + X2
2 + · · · + X2

n − nX
2

となるからである。

　ここで，X2
1 = X1, X2

2 = X2, · · · , X2
n = Xn であること（自分で納得すること）

に着目し， 1⃝ の右辺を整理すると，　 S =
√

X(1 − X) と表されることがわかる。

　　よって，表２より，大きさ n = 300 の標本から求められる母平均 m に対する信頼度 95％
の信頼区間を求めよう。

標本の平均は
75
300

= 1
4
だから，標本の標準偏差は，S =

√
1
4

· 3
4

=
√

3
4

となるので，

95％信頼区間は 1
4

− 1.96 ×
√

3
4

× 1√
300
≦ m ≦

1
4

+ 1.96 ×
√

3
4

× 1√
300
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これを計算すると

0.201 = 0.25 − 0.049 = 1
4

− 1.96
40
≦ m ≦

1
4

+ 1.96
40

= 0.25 + 0.049 = 0.299

となるので，答えは　 0.201 ≦ m ≦ 0.299 である。

(2) ある期間において，「ちょうど 3週間続けて日曜日の天気が晴れになること」がどのくらいの
頻度で起こり得るのかを考察しよう。以下では，連続する k週の日曜日の天気について，(1)の太
郎さんが考えた確率変数のうち X1, X2, · · · , Xk を用いて調べる。ただし，kは 3以上 300以
下の自然数とする。
　 X1, X2, · · · , Xk の値を順に並べたときの 0と 1からなる列において，「ちょうど三つ続
けて 1が現れる部分」を Aとし，Aの個数を　確率変数 Uk で表す。例えば，k = 20 とし，
X1, X2, · · · , X20 の値を順に並べたとき

　 1, 1, 1, 1, 0, 1, 1, 1, 0, 0, 1, 1, 1, 1, 1, 0, 0, 1, 1, 1
　 A A
であったとする。この例では，下線部分はAを示しており，1が 4つ以上続く部分はAとはみな
さないので，U20 = 2 となる。
　 k = 4 のとき，X1, X2, X3, X4 のとり得る値と，それに対応した U4 の値を書き出すと，表
３のようになる。

　ここで，Uk の期待値を求めてみよう。(1)における pの値を p = 1
4
とする。

解答） k = 4 のとき，U4 の期待値 E(U4) を求めよう。表３より，U4 = 1 となる確率は

2
(1

4

)3
· 3

4
= 3

128
, U4 = 0 となる確率は 125

128
，だから

E(U4) = 0 × 125
128

+ 1 × 3
128

= 3
128

となる。また，k = 5 のとき，U5 の期待値 E(U5) は次のように計算できる。

U5 = 1 となる X1, X2, · · · , X5 の数列をぜんぶあげよう。0 を２つ含むものは
1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 の３つで，

これらが起こる確率は　 3 ×
(1

4

)3 (3
4

)2
= 27

45 ,

0 を１つ含むものは　 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 の 2つで，これらが起こる確率は

　 2 ×
(1

4

)4
· 3

4
= 6

45

これらの 5つ以外の数列ではすべて　 U5 = 0 だから，U5 の期待値は

E(U5) = 0 ×
(

1 − 33
45

)
+ 1 × 33

45 = 33
1024

となる。
　 4以上の kについて，k と E(Uk) の関係を詳しく調べると，座標平面上の点

　 (4, E(U4) ), (5, E(U5) ), · · · , (300, E(U300) )
は一つの直線上にあることがわかる（本当ですか？すごいことがわかっているんですね）。この事
実によって，直線は

y =
( 33

1024
− 3

128

)
(x − 4) + 3

128
= 9

1024
(x − 4) + 3

128
だから

E( U300 ) = 9 · 296
1024

+ 3
128

= · · · = 21
8

となる。
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解説）易しそうだがけっこう扱いにくい問題でしたね。問題の意味を理解するのがけっこう難し
かったと思われます。しかしながら，(1)は解答群から答えを選ぶ問題なので， オ 以外は何と
か正解に行き着けたかな。気になるのは，標本平均 X の扱いですよね。これは確率変数なので，
信頼区間の計算で式 エ に数値を代入して計算するとき，正しいのか否か迷うよね。

(2) の計算は確率を正確に求めないと難しいね。細かな計算があるので，計算ミスしやすいね。
ア はレベル３， イ はレベル 2.5， ウ , エ はレベル２， オ はレベル１ですね。

カ はレベル 1.5， キク はレベル１， ケコ , サ はレベル 1.5ですね。

第４問．(1) 数列 {an} が an+1 − an = 14 (n = 1, 2, 3, · · · ) を満たすとする。

解答） a1 = 10 のとき， a2 = a1 + 14 = 24, a3 = a2 + 14 = 38 である。

　数列 {an} の一般項は，（公差 14の等差数列だから）初項 a1 を用いて
　 an = a1 + 14 (n − 1)
と表すことができる。

(2) 数列 {bn} が　 2bn+1 − bn + 3 = 0 (n = 1, 2, 3, · · · ) を満たすとする。

解答）数列 {bn} の一般項を初項 b1 を用いて表そう。

与式は　 2(bn+1 + 3) − (bn + 3) = 0 ⇔ (bn+1 + 3) = 1
2

(bn + 3) と表されるので

bn + 3 =
(1

2

)n−1
(b1 + 3). したがって bn = (b1 + 3)

(1
2

)n−1
− 3

と表すことができる。

(3) 太郎さんは　 (cn + 3)(2cn+1 − cn + 3) = 0 (n = 1, 2, 3, · · · ) · · · 1⃝
を満たす数列 {cn} について調べることにした。

解答）(i) ・ 数列 {cn} が 1⃝を満たし，c1 = 5 のとき，8(2c2 − 5 + 3) = 0 より，
c2 = 1 である。

・数列 {cn} が 1⃝を満たし，c3 = −3 のとき，(c2+3)(2·(−3)−c2+3) = 0 ⇔ −(c2+3)2 = 0
より， c2 = −3 である。
このとき　　 (c1 + 3)(−6 − c1 + 3) = 0 　より， c1 = −3 である。

(ii) 太郎さんは，数列 {cn} が 1⃝ を満たし，c3 = −3 となる場合について考えている。c3 = −3
のとき，c4 がどのような値でも　 (c3 + 3)(2c4 − c3 + 3) = 0 が成り立つ。
解答）
・ 数列 {cn} が 1⃝を満たし，c3 = −3，c4 = 5 のとき

c1 = −3, c2 = −3, c3 = −3, c4 = 5, c5 = 1
である。なぜならば，8(2c5 − 5 + 3) = 0 より，c5 = 1 となるからである。
・ 数列 {cn} が 1⃝を満たし，c3 = −3，c4 = 83 のとき

c1 = −3, c2 = −3, c3 = −3, c4 = 83, c5 = 40
である。なぜならば，86(2c5 − 83 + 3) = 0 より，c5 = 40 となるからである。

(iii) 太郎さんは (i)と (ii)から，cn = −3 となることがあるかどうかに着目し，次の命題 A が成
り立つのではないかと考えた。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
命題A 　数列 {cn} が 1⃝ を満たし，c1 , −3 であるとする。このとき，
　　　　すべての自然数 nについて　 cn , −3 である。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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解答）命題 Aが真であることを証明するには，命題 Aの仮定を満たす数列 {cn} ついて 3⃝ を
示せばよい（数学的帰納法による証明で，下の解答群から選んだ）。

の解答群

実際，このようにして命題Aが真であることを証明できる。（読者は証明やってみて下さい ）

(iv) 次の (I), (II), (III)は，数列 {cn} に関する命題である。
(I) c1 = 3 かつ c100 = −3 であり，かつ 1⃝ を満たす数列 {cn} がある。
(II) c1 = −3 かつ c100 = −3 であり，かつ 1⃝ を満たす数列 {cn} がある。
(III) c1 = −3 かつ c100 = 3 であり，かつ 1⃝ を満たす数列 {cn} がある。

解答）(I), (II), (III)の真偽の組合せとして正しいものは　 4⃝ :偽，真，真 である。なぜならば，
(I) は命題 Aに矛盾する。(II) はすべての cn = −3 は解なので真である。(III) は (ii) で示した
ようにそのような解は存在するので真である。

解説）(1),(2) は漸化式についての普通の問題だったので，計算ミスがなければ満点とれたでしょ
う。しかし，(3) はへんてこな問題だったね。初期値に対して解が一意に定まらない漸化式 1⃝は
教科書や授業や問題集などではほとんど扱わないよね。という意味でなじみのない問題だったで
しょう。だが，出題者の説明が沢山あったので，それほど難しくはなかったね。
　今年の数学１-A でも見られたが，オーソドックスでない問題が出される頻度が上がっているよ
うに思われます。出題者は特異な問題は避けた方がいいですね。オーソドックスな問題でいいの
ですよ。

　 (1) はレベル 3.5，(2) は計算ミスしやすいのでレベル 1.5かな。(3) の サ はレベル３，　

シス ， セソ はレベル 2.5， タ から テ まではレベル２，最後の ト は

レベル 1.5ですね。

第５問．点Oを原点とする座標空間に 4点 A (2, 7, −1), B (3, 6, 0), C (−8, 10, −3), D (−9, 8, −4) が
ある。A，B を通る直線を ℓ1 とし，C, D を通る直線を ℓ2 とする（下の図 (a)を参照）。

解答）(1)
−→
AB = ( 1, −1, 1 ) であり，

−→
CD = (−1, −2, −1) だから

−→
AB ·

−→
CD = −1 + 2 + −1 = 0 である。

(2) 花子さんと太郎さんは，点 Pが ℓ1 上を動くとき，|
−→
OP| が最小となる Pの位置について考え

ている。
解答）Pが ℓ1 上にあるので，

−→
AP = s

−→
AB を満たす実数 sがあり，

−→
OP =

−→
OA + s

−→
AB が成り立

つ。　 |
−→
OP| が最小となる sの値を求めれば Pの位置が求まる。このことについて，花子さんと

太郎さんが話をしている。
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－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーーーー－
　花子：|

−→
OP| が最小となる sの値を求めればよいね。

　太郎：|
−→
OP| が最小となるときの直線OPと ℓ1 の関係に注目してもよさそうだよ。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーーーー－－－－－－
　

−→
OP = (2, 7, −1) + (s, −s, s) = (2 + s, 7 − s, s − 1) · · · 1⃝ だから，

　　 |
−→
OP|2 =

−→
OP ·

−→
OP = (2 + s)2 + (7 − s)2 + (s − 1)2 = · · · = 3s2 − 12s + 54 である。

　また， |
−→
OP| が最小となるとき，直線 OP と ℓ1 の関係に着目すると　

−→
OP ·

−→
AB = 0 が成り

立つことがわかる。
　花子さんの考え方でも，太郎さんの考え方でも，s = 2 のとき |

−→
OP| が最小となることがわか

る。例えば，太郎さんの考えだと，
−→
OP と

−→
AB の内積が 0なので，　 2 + s − (7 − s) + s − 1 = 0

より 3s = 6 となるので s = 2 を得る。

(3) 点 Pが ℓ1 上を動き，点Qが ℓ2 上を動くとする。このとき，線分 PQの長さが最小になるよ
うな点 Pと点Qの座標を求めよ。

解答）
−→
CQ = t

−→
CD = (−t, −2t, −t) とおくと，（上の図 (b)参照）

−−→
OQ =

−→
OC + (−t, −2t, −t) = (−8 − t, 10 − 2t, −3 − t) · · · 2⃝

となる。これと
−→
OP から

−→
PQ =

−−→
OQ −

−→
OP = (−s − t − 10, s − 2t + 3, −s − t − 2) 　となるので
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|
−→
PQ|2 = (−s − t − 10)2 + (s − 2t + 3)2 + (−s − t − 2)2 = · · · = 3s2 + 6t2 + 30s + 12t + 113

= 3(s + 5)2 + 6(t + 1)2 + 32 　　（ここの計算がミソ，問題はよくできている）

である。したがって　 s = −5, t = −1 のとき，|
−→
PQ| は最小値 4

√
2 をとる。

このとき， 1⃝, 2⃝ より，点 Pの座標は (−3, 1 2, −6 ), 点Qの座標は (−7, 12, −2 ) である。

解説）入試問題としては，よくできているいい問題ですね。私は空間の図をかきましたが，図が
正確に描けなくても計算は可能ですね。解答群から答えを選ぶ問題は，解けない時でも，正解に
あたる確率が高いので，そんな問題作りはなるべく避けてほしいですね。
　 (1) はレベル３，(2) の カ はレベル３， キ から ス は，レベル 2.5，(3) はレベル
1.5ですね。

［総評］第 1問と第 2問が標準的な問題でやさしかったので，全体としてはけっこうやさしい問題
でした。超難問もなかったですね。入試問題の難易度としては，ちょっと物足りないという感じで
した。平均点が 57.74 というのはちょっと低いですね。受験生の学力は数年前から比べると，けっ
こう落ちていると思います。
　大学の入試問題では，なじみのない特異な問題（教科書や参考書などでほとんど扱わないもの）
は，あまり出さない方がいいですね。今年の「数学１－A」，と「この試験」では特異な問題が出
されています。そんな問題は，各大学が独自に実行する「2次試験」で使えばいいと思いますよ。

　設問ごとにレベルを付けてきたので，ここでまとめて見ます。

表１． 難易度別の配点

レベル 第 1問 第 2問 第 3問 第 4問 第 5問

　　 対数関数 微積分の基礎 確率 数列 空間ベクトル

　　 整式の計算 II 面積 II 統計 B 漸化式 B 距離 B

4～3.5 9 5 4

3 8 4 2 1 7

2.5 10 8 2 2 9

2 3 11 3 6

1.5 2 7 7 4

1 6

合計 30 30 20 20 20

　選択の問題で，（第 3問と第 5問）または（第 4問と第 5問）を選んだ時の得点の合計は，難易
度のレベルで考えると次のようになります。

＜第 3問，第 5問を選択＞ <第 4問，第 5問を選択＞
　レベル 3までできると　　 　　 35点　　　　　　　　　　　　　　　 38点　
　レベル 2.5　　〃　　　　　 　 64点　　　　　 　　　　　　　 　 　 67点　
　レベル 2　　　〃　 　　 　 　 81点　　　　　　　　　　　　　　 　 87点　
　レベル 1.5　　〃　　　　 　 94点　　　　　　　　　　　　　　　 100点　

（第 3問と第 4問）の選択は上の場合よりもかなり点数が低くなったのではないかと思われます。
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　この分布から推測すると，平均点程度できた学生は，レベル 2.5の問題の 4割くらいまでが正
解できたという感じでしょうか。
　大学の理系に進む学生には，レベル２の問題までは全部出来て欲しいですね。レベル２の問題
は，高校の教科書がしっかりわかっていればできますよ。高校数学の教科書は，非常によくでき
ています。わからないことがないくらい何べんも何べんも読んで，公式や定理などを理解するこ
とが大切です。教科書のどこに何が書いてあったかが記憶できる位繰り返して下さい。そして練
習問題を解くことで，合格するだけの数学力が身につきますよ。問題が足りなかったら，やや難
かしめの問題集を買ってきて，独力で全部解いて見ることです。もし，わからない問題があった
ら，友人や先生に聞けばいいのです。塾などに行かなくても，一人で十分な実力をつけることが
できますよ。やってみて下さい。Let ’s study and enjoy math.!!

(4月 5日 (金）‘ 24 完，おとといのジョー）
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